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寺院名 造営年代 属性 地形 旧郡名 伽藍配置
Ⅰ・Ⅱ期 Ⅲ期
龍角寺式 複弁 その他 下総国分寺式
常陸
国分寺式 その他
龍角寺 ７Ⅲ 寺院 台地 埴生 法起寺式 ○ 葡萄唐草文軒平瓦
木下別所廃寺 ７Ⅳ 寺院 台地端部 印旛 法起寺式か ○ 凸面布目平瓦 一枚作り平瓦
八日市場大寺廃寺 ７Ⅳ 寺院 台地端部 匝瑳 基壇一基 ○ ○ 素弁６葉
木内廃寺 ７末 寺院 台地 海上 基壇一基 ○ ○ 素弁６葉
長熊廃寺 ８前半 寺院 台地端部 印旛 基壇一基 ○ 一枚作り平瓦？/唐草文 ○
結城廃寺 ８Ⅱ 寺院 台地 結城 法起寺式 ○ 新治廃寺系（複弁） ○
龍正院跡 ８Ⅱ 寺院 台地 香取 不明 ○ ○
千葉寺 ８Ⅱ 寺院 台地 千葉 不明 ○
御堂廃寺 ８中ごろ 寺院 台地縁辺 匝瑳 掘立柱建物 平瓦出土
下総国分尼寺 ８Ⅲ 寺院 台地 葛飾 国分尼寺式 ○ ○
下総国分僧寺 ８Ⅲ 寺院 台地縁辺 葛飾 法起寺式 ○ ○
流山廃寺 ８後半 寺院 台地 葛飾 土壇状の高まり ○
名木廃寺 ８後半 村落寺院 台地 香取 基壇一基のみ ○
手賀廃寺 ８末 寺院 台地縁辺 相馬 不明 ○








































































































































































































時期 寺院名 後期古墳 終末期古墳 官衙 駅 集落 寺院 梶原類型 類型
Ⅰ期
龍角寺 〇 岩屋 〇 官衙官道隣接 眺望？、河川、官衙官道隣接
木下別所廃寺 上宿 水源・聖域 眺望？、河川
八日市場大寺廃寺 関向 ○ 眺望 眺望、河川、官衙官道隣接
Ⅱ期
木内廃寺 推定 眺望・官衙隣接？ 眺望、河川、官衙官道隣接
龍正院 〇 〇 眺望・河川 開発拠点、官衙官道隣接
長熊廃寺 墨小盛田 〇 官道隣接・眺望・河川 官衙官道隣接
千葉寺 荒久 〇 眺望？・官衙隣接？ 官衙官道隣接
結城廃寺 須久保 〇 推定 河川？・眺望？ 官衙官道隣接
Ⅲ期
国分僧寺 〇 〇 〇 官衙官道隣接・眺望 官衙官道隣接




名木廃寺 〇 〇 水源・聖域 村落内寺院、寺院関連施設？
御堂廃寺 〇 関向 ○ 眺望 寺院関連施設？
第２表　下総寺院の諸属性および類型
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る。龍正院跡は、現段階で伽藍が不明であるため確定的
ではないが、龍正院跡に塔が存在した場合は、香取海を
志向して造営された可能性が高いため、「眺望型」であ
る（第７図）。また、龍正院跡に塔が存在しない場合
は、周囲からほぼ視認できない（第６図）。この場合は
在地信仰との結びつきから龍正院跡が造営されたと考え
られ、「水源型」とできる。長熊廃寺、千葉寺、結城廃
寺は周辺遺跡の分布から「官衙官道隣接型」である可能
性が高い。
　Ⅲ期：下総国分尼寺、下総国分僧寺は典型的な「官衙
官道隣接型」であるといえる。手賀廃寺は塔の有無関わ
らず、手賀沼を志向して造営されたと考える。そのため
「眺望型」である蓋然性が高い。流山廃寺は下総国分寺
式の軒瓦が出土しているため、下総国分寺との関係を
考えられる。そのため、寺院関連施設である蓋然性が高
い。流山廃寺から出土する瓦は複数伽藍を想定できるほ
どの量ではないため、一宇であったと考えられる。ま
た、可視領域は（第６図）、現東京湾側に向いており、
西側に低地が広がるため、「開発拠点型」であった可能
性もある。大塚前廃寺は可視領域より（第６図）、周囲
をほぼ視認できない。かつ、周囲で集落が確認されてい
る。そのため大塚前廃寺は東国に多く存在する村落内寺
院である可能性が高い。名木廃寺も周囲からほぼ視認で
きない（第６図）。このことから名木廃寺は大塚前廃寺
と同様に村落内寺院の可能性が高い。また、名木廃寺か
ら出土する瓦は龍正院跡出土の製品と同范であることか
ら、龍正院に関連する形で造営された、寺院関連施設の
可能性もある。御堂廃寺は八日市場大寺廃寺と同様の可
視領域を示す（第６図）。このことから御堂廃寺は八日
市場大寺廃寺に関連する形で造営された寺院関連施設で
あるといえる。
６－２．選地傾向
　Ⅰ期の寺院は後期古墳、終末期古墳を造営した勢力が
寺院を造営し、水上ネットワークの要衝を支配したと考
えられる。またⅠ期の寺院とⅡ期の木内廃寺は個々の河
川を志向して寺院の選地を行った蓋然性が高い点は興味
深い。特に、龍角寺が印旛沼を志向して選地されたこと
と「印波」の分割は密接に関係すると考える。その後、
木下別所廃寺を除くⅠ期の寺院の周辺には、郡家が造営
される。また、Ⅱ期以降に生産された瓦も確認されてい
ることから、Ⅰ期に造営された寺院は律令体制下でも宗
教的機能を存続させていたことがわかる。
　Ⅱ期の寺院は水上ネットワークのみでなく、陸上ネッ
トワークすなわち東海道が整備された結果、交通と役所
の双方、少なくともどちらかに近接して造営されてい
る。律令の整備と寺院の造営が密接に関わった時期であ
る。ただ、選地傾向としては、Ⅱ期に造営された寺院の
多数が終末期古墳に近接しており、Ⅰ期に造営された寺
院との近似性が強いといえる。
　Ⅰ期Ⅱ期の寺院はともに交通ネットワークの要衝に成
立するのに対し、Ⅲ期の寺院の選地傾向は、すでに造営
された寺院の別院や村落内寺院といった、民衆の多様な
仏教受容の在り方を反映していると考える。既往研究で
指摘されているとおり、仏教の階層性を容易に把握でき
るようになるのはⅢ期以降である。
おわりに
　本論は古代下総における仏教受容の在り方を解明すべ
く、景観論的見地から、下総における古代寺院の選地傾
向を考察した。
　本論では下総の寺院造営をⅢ期に分け、各期の特徴と
変遷、すなわち水上ネットワークから陸上ネットワーク
へと変化し、更にこの変化に付随するように寺院の選地
傾向も変化することを指摘した。従来から古代寺院が交
通の要衝に造営され、水上交通から陸上交通へと重要
度が変化することは理解されていたが、本論では視覚
的に明示できた。また、GISの可視領域を使用すること
で、従来の景観論研究より客観的な根拠を示すことがで
きた。また、GISによる可視領域計算により、龍角寺が
印旛沼を志向して造営された蓋然性が高いことを指摘し
た。これは香取海復原及び印波の分割を研究するに際し
て、重要な指摘であると考える。
　また、本論の結果は、梶原（2017）が検討した結果
と若干異なっている。これは香取海の復原と可視領域を
分析に導入したことから生じたものだと思われる。今後
は、香取海の精確な復原、本論では論点としなかった集
落や火葬墓、畿内産土師器や緑釉陶器といった諸属性を
含めて検討する必要がある。また、下総と東国の他地域
との比較も今後の課題となろう。
謝辞
　本論文の作成に至っては、指導教員である早稲田大学
文学学術院・城倉正祥准教授からご指導とご助言を賜っ
た。また、早稲田大学考古学研究室の諸兄にはご協力と
ご助言を賜った。深く御礼申し上げる。
註
（１） 木下別所廃寺は、発掘調査から複数の伽藍が確認
されたが、塔心礎が確認されず、瓦塔を据え付け
ていた可能性が指摘されている。
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（２） 龍正院跡および千葉寺は、基壇が未検出である。
（３） ここでいう「志向」は、寺院造営者がどの場所を
意識して寺院を造営したのかという、精神的な意
味合いも含む。これ以降の「志向」に関しても、
同様の意味合いを含む。
（４） 龍と水と山林寺院については、井上一稔（2016）
も指摘している。
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